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宮
崎
八
郎
と
植
木
学
校 

― 

歴
史
を
訪
ね
る
旅
（
１
４
） 

 

 下
土
橋 

渡 

 

征
韓
論
争
で
政
府
が
分
裂
し
、
西
郷
隆
盛
、
板
垣

退
助
、
江
藤
新
平
ら
が
下
野
し
た
年
の
翌
年
、
明
治

７
年（
１
８
７
４
年
）に
佐
賀
の
乱
が
勃
発
し
ま
す
。

風
雲
急
を
告
げ
る
こ
の
年
に
、
ル
ソ
ー
の
「
社
会
契

約
論
」
の
部
分
訳
で
あ
る
中
江
兆
民
の
「
民
約
論
」

を
泣
き
な
が
ら
読
ん
だ
２
３
歳
の
宮
崎
八
郎
と
い
う
、

肥
後
国
玉
名
郡
荒
尾
村
（
現
熊
本
県
荒
尾
市
）
出
身

の
男
が
い
ま
し
た
。
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
は
簡
単

に
言
う
と
「
国
家
は
人
々
の
契
約
の
上
に
あ
る
と
考

え
る
政
治
思
想
」
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
論
的
根

拠
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

「
こ
れ
ぞ
自
由
民
権
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
叫
ん
だ

八
郎
は
、
翌
明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）、
植
木
（
熊

本
市
植
木
町
）
に
「
植
木
学
校
」
を
設
立
し
ま
す
。

入
学
し
て
き
た
５
０
～
６
０
名
と
も
８
０
名
と
も
い

わ
れ
る
熊
本
城
下
の
士
族
、
熊
本
県
北
部
の
郷
士
の

子
弟
に
、
ル
ソ
ー
の
「
民
約
論
」
や
頼
山
陽
の
「
日

本
外
史
」、福
沢
諭
吉
の
著
書
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
に
し

て
、
自
由
民
権
思
想
を
教
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
授

業
ば
か
り
で
な
く
、県
民
会
の
開
設
要
求
や
戸
長（
現

在
の
町
村
長
に
あ
た
る
）
の
公
選
要
求
を
行
い
、
戸

長
征
伐
の
指
導
的
役
割
を
担
う
な
ど
、
過
激
な
活
動

が
県
を
刺
激
し
た
た
め
、
当
時
の
県
令
（
現
在
の
県

知
事
）
に
よ
っ
て
植
木
学
校
は
開
校
半
年
で
閉
校
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

明
治
１
０
年
（
１
８
７
７
年
）
に
西
南
の
役
が
勃

発
す
る
と
、
八
郎
は
熊
本
協
同
隊
を
結
成
し
そ
の
参

謀
長
と
し
て
薩
軍
方
に
つ
き
参
戦
し
ま
す
。
協
同
隊

は
２
月
２
１
日
に
薩
軍
と
川
尻（
熊
本
市
）で
合
流
。

一
方
、
政
府
軍
は
薩
軍
の
補
給
路
を
断
ち
、
北
と
南
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か
ら
薩
軍
を
挟
み
撃
ち
に
す
る
た
め
３
月
１
９
日
に

二
見
洲
口
の
海
岸
（
熊
本
県
八
代
市
）
に
衝
背
軍
を

上
陸
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
で
薩
軍
本
営
は
、
政
府
軍
の

背
後
に
回
り
込
ん
で
挟
み
撃
ち
に
す
べ
く
、
別
府
晋

介
ら
と
と
も
に
、
宮
崎
八
郎
に
八
代
行
き
を
命
じ
ま

す
。
４
月
６
日
、
球
磨
川
の
萩
原
堤
（
熊
本
県
八
代

市
）
で
八
郎
戦
死
。
志
半
ば
の
２
７
歳
で
し
た
。 

徹
底
し
た
「
官
嫌
い
」
な
八
郎
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
西
郷
が
自
由
民
権
論
者
で
は
な
い
こ
と
を
百
も

承
知
の
上
で
何
故
薩
軍
方
と
し
て
西
南
の
役
に
参
戦

し
た
の
か
。
西
郷
に
い
っ
た
ん
天
下
を
取
ら
せ
た
の

ち
、
西
郷
と
競
っ
て
天
下
を
取
る
、
新
時
代
に
臨
む

宮
崎
八
郎
と
い
う
男
の
構
想
は
遠
大
な
も
の
で
し
た
。 

八
郎
の
死
を
知
っ
た
と
き
の
父
・
政
賢
の
怒
り
は

す
さ
ま
じ
く
、
庭
に
家
人
を
集
め
て
「
一
生
『
官
』

の
メ
シ
を
食
っ
て
は
な
ら
ん
」
と
怒
鳴
り
ま
く
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
八
郎
の
生
き
方
は
、
宮
崎
民
蔵
、

宮
崎
彌
蔵
、
宮
崎
滔
天
の
３
人
の
弟
た
ち
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
弟
た
ち
は
、
事
あ
る
ご
と
に

「
豪
傑
に
な
れ
、
大
将
に
な
れ
」「
ア
ニ
さ
ま
の
よ
う

に
な
れ
」
と
言
い
聞
か
さ
れ
て
育
て
ら
れ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
ア
ニ
さ
ま
と
は
八
郎
の
こ
と
で
す
。 

 

宮
崎
八
郎
戦
没
の
地
、
植
木
学
校
跡
、
山
鹿
の
光

専
寺
、
宮
崎
兄
弟
の
生
家
を
訪
ね
ま
し
た
。 

一
、
宮
崎
八
郎
戦
没
の
地 

八
代
城
（
１
６
２
２
年
竣
工
）
が
球
磨
川
の
河
口

部
に
建
設
さ
れ
た
と
き
、
球
磨
川
の
洪
水
か
ら
城
下

町
を
防
護
す
る
た
め
に
築
造
さ
れ
た
堤
の
一
つ
が
萩

原
提
で
、
景
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
萩
原
堤
に
司
馬
遼
太
郎
氏
の
書
に
よ
る
宮
崎
八
郎

戦
没
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
碑
文
に
以
下
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

此
処
萩
原
堤
一
帯
は
明
治
十
年
西
南
の
役
に
於

て
田
原
坂
と
共
に
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
激
戦
地
で

あ
る
。
当
時
熊
本
協
同
隊
の
参
謀
長
で
あ
っ
た
宮
崎

八
郎
は
薩
軍
を
援
助
し
て
奮
戦
し
た
が
四
月
六
日
の 

ま
さ
か
た 

と
う
て
ん 
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宮崎八郎戦没の碑（熊本県八代市萩原堤） 

球磨川と「名勝・萩原提」の標柱 
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拂
暁
遂
に
此
の
地
で
戦
没
し
た
。
時
に
弱
冠
二
十
七

歳
で
あ
っ
た
、
因
み
に
後
年
中
国
革
命
の
父
孫
文
と

交
友
深
く
活
躍
し
た
宮
崎
滔
天
は
そ
の
実
弟
に
あ
た

る
。
茲
に
一
同
相
諮
り
そ
の
遺
跡
を
後
世
に
伝
う
べ

く
こ
の
碑
を
建
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
元
年
四

月
六
日
。
八
代
市
萩
原
老
人
ク
ラ
ブ
。 

二
、
植
木
学
校
跡 

熊
本
市
植
木
町
の
植
木
小
学
校
近
く
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
駐
車
場
に
隣
接
し
て
「
植
木
学
校
跡
」
と
い

う
石
標
と
説
明
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。
自
由
民
権
運

動
家
・
宮
崎
八
郎
は
、
平
川
惟
一
ら
と
、
熊
本
民
権

党
の
組
織
化
を
は
か
り
、
そ
の
同
志
た
ち
の
結
束
と

民
権
主
義
者
の
育
成
拠
点
と
し
て
、「
植
木
学
校
」
の

開
校
を
計
画
し
ま
し
た
。
明
治
８
年
（
１
８
７
５
年)

年
４
月
、
許
可
を
得
て
、
旧
正
院
手
永
会
所
跡
に
変

則
の
県
立
「
植
木
中
学
校
（
通
称
、
植
木
学
校
、
公

式
に
は
熊
本
第
五
番
中
学
校
）」
を
開
校
。
教
科
書
に

は
文
明
史
、
万
国
史
、
万
国
公
法
、
万
法
精
理(

モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー)

、
自
由
之
理(

ミ
ル)

、
民
約
論(

ル
ソ

ー)

の
翻
訳
や
日
本
外
史
、
日
本
政
記
の
漢
籍
、
福
沢

諭
吉
の
著
書
な
ど
が
使
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

説
明
板
に
以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

同
校
は
宮
崎
八
郎
等
の
熊
本
民
権
党
が
中
心
に

な
り
設
立
、
運
営
し
た
極
め
て
先
進
的
な
学
校
で
、

中
江
兆
民
の
訳
に
よ
る
ル
ソ
ー
の
「
民
約
論
」
を
経

典
と
し
た
。
自
由
民
権
主
義
者
の
養
成
所
と
し
て
植

木
学
校
の
名
は
高
ま
り
、
盛
時
に
は
８
０
名
近
く
の

若
者
が
在
籍
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
鹿
児
島

市
学
校
と
気
脈
を
通
じ
、
戦
闘
訓
練
を
行
な
う
等
し

た
こ
と
か
ら
、
県
と
反
目
し
て
補
助
金
を
打
ち
切
ら

れ
、
同
年
１
０
月
末
、
僅
か
半
年
で
閉
校
す
る
に
至

っ
た
。
同
校
の
関
係
者
は
城
北
の
農
民
一
揆
「
戸
長

征
伐
」
を
指
導
、
明
治
１
０
年
の
西
南
の
役
で
は
熊

本
協
同
隊
を
組
織
し
て
薩
軍
に
参
加
し
、
後
に
は
自

由
民
権
思
想
の
普
及
に
尽
力
し
た
。
平
成
三
十
一
年

三
月 

熊
本
市
。 
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植木学校跡・石標と説明板（熊本市植木町） 

植木学校（変則第五番中学校跡地）の石標 
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三
、
光
専
寺 

熊
本
県
山
鹿
市
に
光
専
寺
と
い
う
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
一
万
人
集
会

の
場
と
な
っ
た
お
寺
で
、
西
南
の
役
が
勃
発
す
る
と

薩
軍
野
戦
病
院
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
合
戦
中
、
山

鹿
の
町
で
熊
本
協
同
隊
の
有
志
に
よ
っ
て
自
治
制
の

試
み
が
な
さ
れ
た
時
、
寺
の
一
室
を
借
り
て
そ
の
会

合
が
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

一
万
人
集
会
と
い
う
の
は
、
当
時
城
北
各
地

に
地
租
改
正
と
民
費
増
徴
等
の
か
た
ち
で
収
奪

が
強
化
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
不
満
と
す
る
農

民
の
騒
擾
が
次
々
に
起
き
ま
し
た
が
、
そ
の
総

決
算
と
も
い
う
べ
き
大
抗
議
集
会
で
し
た
。
そ

れ
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
か
つ
て
植
木
学
校
に
学

ん
だ
民
権
党
の
連
中
で
し
た
。
郡
内
の
戸
長
役

場
は
そ
の
た
め
に
動
揺
し
事
務
処
理
も
出
来
な

い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
県
で
は
そ
れ
を
鎮
圧

す
る
た
め
集
会
禁
止
令
を
二
回
に
わ
っ
て
出
し

ま
し
た
が
一
向
に
収
ま
ら
ず
、
郡
内
外
を
合
せ

て
一
万
人
が
集
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
農
民

た
ち
の
気
迫
に
押
さ
れ
て
、
責
任
の
あ
る
戸
長

等
を
厳
重
に
処
分
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
し

た
。
農
民
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
解
散
、
数
日

後
西
南
の
役
が
勃
発
す
る
と
、
騒
擾
を
リ
ー
ド

し
た
民
権
党
員
は
熊
本
協
同
隊
を
組
織
し
て
薩

軍
に
参
加
し
ま
し
た
。 

い
か
に
も
民
権
組
織
ら
し
く
、
協
同
隊
の
幹

部
役
員
は
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
小

隊
長
は
平
川
惟
一
（
総
指
揮
長
）
で
実
質
的
な

最
高
司
令
官
。
本
営
付
は
協
同
隊
本
部
を
構
成

し
、
参
謀
長
の
宮
崎
八
郎
は
薩
軍
と
の
連
絡
調

整
に
当
た
り
ま
し
た
。
協
同
隊
の
結
成
が
知
れ

る
と
、
た
ち
ま
ち
入
隊
希
望
者
が
押
し
か
け
、

最
終
的
に
四
百
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

平
川
惟
一
の
率
い
た
協
同
隊
は
二
月
二
十
三

日
、
薩
軍
の
先
鋒
と
し
て
熊
本
を
出
発
、
豊
前 

そ
う
じ
ょ
う 

そ
う
じ
ょ
う
」 
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光専寺山門 

山鹿の町並みを彷彿とさせる光専寺の門前通り 
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街
道
を
北
へ
た
ど
っ
て
翌
日
山
鹿
に
入
り
ま
し

た
。
桐
野
利
秋
の
率
い
る
三
個
小
隊
が
二
日
遅

れ
て
到
着
。
薩
軍
は
、
桐
野
利
秋
が
総
帥
と
し

て
、
最
強
の
四
番
大
隊
を
主
軸
と
す
る
軍
団
と

熊
本
協
同
隊
、
飫
肥
隊
を
率
い
て
攻
勢
防
御
の

体
制
を
と
り
ま
し
た
。
二
月
二
十
六
日
か
ら
三

月
二
十
一
日
ま
で
に
官
軍
と
会
戦
す
る
こ
と
五

回
。
山
鹿
は
久
留
米
か
ら
兼
松
を
経
て
植
木
、

熊
本
に
南
下
す
る
道
路
の
中
間
に
あ
た
る
重
要

な
拠
点
で
あ
り
、
山
鹿
口
の
戦
は
田
原
坂
の
戦

と
同
様
激
戦
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
合
戦
の
間
、
山
鹿
市
街
地
は
そ

こ
だ
け
ポ
ッ
コ
リ
穴
が
開
い
た
よ
う
に
割
と
穏

や
か
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
と
き
、
熊
本
協
同

隊
の
有
志
は
、
自
治
制
と
い
う
画
期
的
な
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
民
政
官
を
決
め
、
人
民
総
代
を
選
挙
で

選
出
し
、
民
政
官
は
人
民
総
代
と
と
も
に
自
治
政
治

を
行
う
と
い
う
構
図
の
も
の
で
し
た
。「
鹿
児
島
本
営

代
理
熊
本
協
同
隊
」
の
名
で
「
総
代
」（
区
長
の
職
掌
）

や
「
総
代
属
」（
村
用
係
）
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。「
人
民
保
護
兵
」
と
い
う
辞
令
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
多
く
の
集
落
で
三
月
中
旬
に
普
通
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
直
後
、
田
原
坂
を
政
府

軍
に
突
破
さ
れ
た
た
め
、
協
同
隊
も
山
鹿
撤
去
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
彼
ら
の
理
念
が
現
実
に
定
着
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

四
、
宮
崎
八
郎 

嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
年
）、
肥
後
国
玉
名
郡
荒

尾
村
（
現
熊
本
県
荒
尾
市
）
の
郷
士
・
宮
崎
政
賢
・

佐
喜
夫
妻
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
す
。
夫
妻
は
八

男
三
女
を
も
う
け
ま
し
た
が
、
長
男
、
四
男
、
五
男

が
早
世
、
三
男
伴
蔵
も
未
成
年
（
１
９
歳
）
で
病
死
。

し
た
が
っ
て
、
次
男
八
郎
、
六
男
民
蔵
、
七
男
彌
蔵
、

八
男
滔
天
を
宮
崎
四
兄
弟
と
い
い
ま
す
。 

幼
く
し
て
漢
文
に
才
を
発
揮
し
、
神
童
と
呼
ば
れ

た
八
郎
は
、１
２
歳
で
熊
本
城
下
の
月
田
蒙
斎
塾（
剛宮崎八郎（1851～1877年） 

ま
さ
か
た 
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毅
質
直
、徳
性
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
た
）に
入
門
。

蒙
斎
の
推
薦
に
よ
っ
て
１
４
歳
の
と
き
藩
校
時
習
館

へ
入
学
。
郷
士
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
で
し
た
。 

１
９
歳
の
明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）、
藩
命
に
よ
り

東
京
に
遊
学
、
尺
振
八
に
英
学
、
西
周
に
万
国
公
法

を
学
び
、
西
洋
近
代
思
想
の
洗
礼
を
受
け
ま
す
。
自

由
の
す
ば
ら
し
さ
に
目
覚
め
、
人
間
は
平
等
で
あ
る

と
い
う
思
想
を
身
に
つ
け
て
ゆ
き
ま
す
。 

明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）
１
０
月
に
西
郷
隆
盛 

         

ら
が
征
韓
論
争
に
敗
れ
て
下
野
す
る
と
、
八
郎
は
そ

の
腰
砕
け
の
展
開
に
憤
激
し
、
同
郷
同
宿
の
３
人
の

連
名
で
左
院
（
立
法
府
）
へ
「
征
韓
之
議
」
を
書
き

送
り
ま
す
。
こ
れ
が
左
院
に
提
出
さ
れ
た
の
は
翌
明

治
７
年
（
１
８
７
４
年
）
２
月
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
間
、
同
年
１
月
に
高
知
の
武
市
熊
吉
ら
が
起
こ
し

た
岩
倉
具
視
暗
殺
未
遂
事
件
い
わ
ゆ
る
喰
違
の
変
の

嫌
疑
を
受
け
て
一
時
入
獄
さ
れ
ま
す
。 

同
年
２
月
、
佐
賀
の
乱
が
起
き
る
と
、
江
藤
新
平

を
応
援
す
る
た
め
八
郎
は
急
遽
帰
熊
し
ま
す
が
乱
は

わ
ず
か
一
日
で
平
定
さ
れ
ま
す
。
八
郎
は
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
外
に
向
け
る
か
の
よ
う
に
、
同
年
４
月
台

湾
事
変
が
起
き
る
と
、
５
０
名
の
義
勇
兵
を
率
い
て

台
湾
に
出
兵
し
ま
す
。
中
国
へ
の
渡
航
も
企
て
ま
す

が
、
し
か
し
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
ほ
う
ほ
う
の
て

い
で
帰
熊
。荒
尾
の
実
家
で
く
す
ぶ
っ
て
い
る
と
き
、

弟
の
伴
蔵
が
東
京
か
ら
ル
ソ
ー
の
「
民
約
論
」
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
。 

宮崎八郎（1851～1877年） 

せ
き
し
ん
ぱ
ち 

そ
う
じ
ょ
う
」 

あ
ま
ね 

そ
う
じ
ょ
う
」 
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五
、
父
・
宮
崎
政
賢
の
教
え 

初
名
は
長
兵
衛
の
ち
に
長
蔵
と
改
名
。
政
賢
５
１

歳
の
時
に
明
治
元
年（
１
８
６
８
年
）と
な
り
ま
す
。

熊
本
藩
知
事
の
改
革
に
よ
り
、
戸
長
（
現
在
の
町
村

長
）
に
任
命
さ
れ
村
の
世
話
役
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
東
京
に
遊
学
中
の
八
郎
が
、
生
活
の
た
め
に
父

が
小
さ
な
官
職
に
付
く
こ
と
を
嫌
っ
て
し
き
り
に
辞

任
を
願
い
、
政
賢
は
戸
長
を
辞
し
ま
す
。 

政
賢
は
、
情
に
厚
く
子
女
の
教
育
に
熱
心
で
、
家

は
文
武
道
場
の
よ
う
で
あ
り
、
窮
民
の
た
め
家
政
を

顧
み
ず
私
財
を
注
ぐ
事
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
三
池
藩
内
の
干
拓
事
業
に
引
き
込
ま
れ
る

形
で
関
与
し
、
近
隣
火
災
の
後
始
末
を
背
負
い
込
む

な
ど
し
て
晩
年
に
は
宮
崎
家
の
家
産
は
傾
き
困
窮
を

極
め
ま
し
た
。「
金
納
に
よ
っ
て
下
層
の
武
士
と
な
る

よ
り
も
、
上
層
の
庶
民
で
あ
れ
」
と
い
う
思
想
で
あ

り
、
末
子
の
滔
天
が
金
銭
を
手
に
触
れ
る
と
「
卑
し

い
マ
ネ
は
す
る
な
」
と
厳
し
く
叱
り
、
ま
た
「
豪
傑

に
な
れ
、
大
将
に
な
れ
」
と
日
々
言
い
聞
か
せ
て
い

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
八
郎
の
死
か
ら
２
年
後
の
明
治

１
２
年
（
１
８
７
９
年
）
１
０
月
、
脳
溢
血
で
死
去
。

享
年
６
２
。 

大
柄
で
長
刀
の
名
手
で
あ
っ
た
妻
の
佐
喜
も
ま

た
「
男
子
が
畳
の
上
で
死
ぬ
の
は
何
よ
り
の
恥
辱
」

と
子
供
た
ち
に
言
い
聞
か
せ
る
武
の
家
の
気
風
で
し

た
。
政
賢
の
死
後
、
佐
喜
は
家
財
を
質
に
出
す
な
ど

苦
労
し
て
息
子
た
ち
に
学
問
を
続
け
さ
せ
ま
し
た
。 

六
、
宮
崎
兄
弟
と
生
家 

宮
崎
家
の
祖
は
筑
前
三
笠
郡
宮
崎
村
の
住
人
で

後
肥
前
国
佐
嘉
に
移
り
鍋
島
候
に
仕
え
ま
し
た
。
正

保
４
年
（
１
６
４
７
年
）
正
之
が
荒
尾
村
に
分
家
移

住
し
荒
尾
宮
崎
の
祖
と
な
り
ま
す
。
子
孫
は
代
々
細

川
藩
に
仕
え
て
一
領
一
疋
の
郷
士
の
待
遇
を
受
け
ま

し
た
。
九
代
長
兵
衛
政
賢
の
時
、
ゆ
れ
動
く
明
治
維

新
の
中
で
宮
崎
家
の
四
人
の
兄
弟
の
行
動
は
異
彩
を

放
ち
ま
す
。 

ま
さ
か
た 
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宮
崎
八
郎
（
１
８
５
１
～
１
８
７
７
年
）
次
男 

ル
ソ
ー
の
「
民
約
論
」
を
経
典
と
す
る
植
木
学
校

を
創
設
。
西
南
の
役
が
勃
発
す
る
と
民
権
家
同
士
で

熊
本
協
同
隊
を
結
成
し
薩
軍
に
合
流
。
熊
本
県
八
代

市
萩
原
堤
に
お
い
て
２
７
歳
で
戦
死
。 

宮
崎
民
蔵
（
１
８
６
５
～
１
９
２
８
年
）
六
男 

貧
農
救
済
の
立
場
か
ら
土
地
問
題
を
志
し
ま
し

た
。
欧
米
視
察
旅
行
後
、
荒
尾
村
村
長
と
な
り
、
翌

年
、
土
地
復
権
同
志
会
を
組
織
し
、「
土
地
復
権
論
」

を
も
と
に
運
動
を
進
め
ま
し
た
。
孫
文
ら
と
も
心
交

が
あ
り
、
孫
文
の
三
民
主
義
の
中
の
「
民
生
主
義
」

に
お
け
る
「
平
均
地
権
」
の
考
え
方
に
も
同
趣
旨
の

思
想
が
生
き
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
辛
亥
革
命
後

に
中
国
に
渡
っ
て
革
命
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。
滔

天
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
援
助
者
で
し
た
。 

宮
崎
彌
蔵
（
１
８
６
７
～
１
８
９
６
年
）
七
男 

養
子
に
ゆ
き
、
島
津
姓
を
名
乗
り
ま
し
た
。
明
治

２
０
年
（
１
８
８
７
年
）
に
中
国
へ
の
志
を
滔
天
に

吐
露
、滔
天
の
目
を
中
国
問
題
に
向
け
さ
せ
ま
し
た
。

自
ら
中
国
人
に
な
り
切
ろ
う
と
横
浜
へ
出
て
商
館
の

ボ
ー
イ
と
な
り
、
頭
を
辮
髪
に
し
て
、
中
国
革
命
と

そ
れ
に
も
と
づ
く
ア
ジ
ア
の
解
放
を
め
ざ
し
て
活
動

を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
志
半
ば
病
に
倒
れ
ま
し

た
。 宮

崎
滔
天
（
１
８
７
０
～
１
９
２
２
年
）
八
男 

兄
彌
蔵
の
影
響
を
受
け
、
中
国
革
命
支
援
の
た
め
、

献
身
的
に
活
躍
し
ま
し
た
。
孫
文
の
日
本
滞
在
を
可

能
に
す
る
一
方
、
革
命
派
の
一
方
の
リ
ー
ダ
ー
、
黄

興
や
宋
教
仁
ら
と
孫
文
と
の
画
期
的
な
同
盟
に
尽
力

し
ま
し
た
。 

明
治
２
０
年
代
に
入
る
と
、
国
内
で
は
自
由
民
権

運
動
が
衰
退
し
、
強
大
な
明
治
国
家
体
制
が
確
立
し

ま
す
。
一
方
、
中
国
は
当
時
、
疲
弊
し
た
専
制
王
朝

の
清
朝
の
支
配
下
に
あ
り
、
列
強
の
侵
略
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
国
の
知
識
人
た
ち
は
祖
国
の

変
革
を
模
索
し
始
め
て
お
り
、
中
国
に
革
命
が
近
づ 

べ
ん
ぱ
つ 

と
う
て
ん 
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宮崎兄弟の生家・宮崎兄弟資料館入口 

宮崎兄弟資料館（左）・宮崎兄弟の生家（右前方） 
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宮崎兄弟資料館の「宮崎八郎」コーナー。右下に宮崎八郎起草の「熊本協同隊

挙兵の趣旨」が見えます。 

 

 

 

 

 

明
治
六
年
以
来
、
政
府
政
（
ま
つ
り
ご
と
）

を
失
し
、
奸
吏
位
を
竊
（
ぬ
す
）
み
、
賞
罰

は
愛
憎
に
出
で
、
政
令
は
姑
息
を
究
め
、
苟

且
偸
安
（
こ
う
し
ょ
と
う
あ
ん
、
一
時
し
の

ぎ
）、
外
国
際
の
権
利
を
失
し
、
内
末
世
の
兆

候
を
呈
す
、
是
れ
人
民
の
久
し
く
痛
憤
切
歯

す
る
所
な
り
、
此
時
に
当
り
、
政
府
は
更
に

刺
客
を
遣
り
、
西
郷
陸
軍
大
将
を
刺
ん
と
す
、

事
由
発
覚
、
凶
徒
縛
に
就
く
、
此
に
於
て
西

郷
大
将
朝
廷
に
問
ふ
こ
と
あ
り
、
則
ち
東
上

の
専
使
を
派
す
、
時
に
鎮
台
は
市
中
を
焼
毀

し
、
県
吏
は
罪
人
を
解
き
、
所
在
に
放
火
せ

し
む
、
良
民
等
周
章
狼
狽
為
す
所
を
知
ら
ず
、

是
実
に
国
賊
に
し
て
天
人
共
に
容
れ
ざ
る 

所
な
り
、
我
輩
多
年
の
宿
志
を
遂
ぐ
る
此
時

に
非
ず
し
て
何
ぞ
、
乃
（
す
な
わ
）
ち
同
心

協
力
断
然
暴
政
府
を
覆
し
、
内
は
千
載
不
抜

の
国
体
を
確
立
し
、
外
は
萬
国
対
峙
の
権
利

を
恢
復
し
、
全
国
人
民
と
共
に
真
成
の
幸
福

を
保
た
ん
と
欲
す
、
是
我
輩
の
素
志
な
り
、

我
輩
の
義
務
な
り
。 

宮崎八郎起草の「熊本協同隊挙兵の趣旨」（読みやすいように、カタカナ書き

をひらがな書きにかえて記載しました。） 
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く
気
運
が
あ
り
ま
し
た
。
滔
天
と
兄
の
彌
蔵
は
、
閉

塞
す
る
日
本
を
飛
び
出
し
、
孫
文
ら
の
新
生
中
国
運

動
に
夢
を
託
し
た
の
で
し
た
。 

 

宮
崎
兄
弟
の
生
家
の
説
明
板
に
、
孫
文
が
滔
天
と

綴
っ
た
筆
談
の
書
や
、
孫
文
が
親
し
ん
だ
庭
に
あ
る

梅
の
古
木
、
泉
水
、
味
噌
蔵
、
そ
れ
に
滔
天
が
シ
ャ

ム
（
現
タ
イ
）
か
ら
持
ち
帰
っ
た
菩
提
樹
等
が
当
時

の
様
子
を
偲
ば
せ
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。 

孫
文
は
宮
崎
家
を
二
度
訪
れ
ま
し
た
。
一
度
目
は

日
本
へ
亡
命
中
の
明
治
３
０
年
（
１
８
９
７
年
）
の

秋
、
滞
在
は
十
日
に
及
び
ま
し
た
。
二
度
目
は
清
朝

を
倒
し
た
辛
亥
革
命
一
年
余
り
後
の
大
正
２
年
（
１

９
１
３
）
３
月
。
い
っ
た
ん
掌
中
に
し
た
中
華
民
国

臨
時
大
総
統
の
地
位
を
軍
閥
に
む
し
り
取
ら
れ
て
日

本
へ
の
再
び
の
亡
命
中
で
し
た
が
、
宮
崎
家
の
人
々

へ
の
感
謝
の
た
め
に
訪
れ
ま
し
た
。 

同
敷
地
内
に
あ
る
宮
崎
兄
弟
資
料
館
は
、
近
代
の

黎
明
期
、
激
動
の
明
治
に
あ
っ
て
、
近
代
日
本
の
在

り
方
に
全
身
で
立
ち
向
か
っ
た
宮
崎
四
兄
弟
の
生
の

軌
跡
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
館
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

（
元
九
州
職
業
能
力
発
大
学
校
教
授
） 

 

【
参
考
に
し
た
図
書
と
サ
イ
ト
】 

（
１
）
山
本
博
昭
・
著
「
近
代
を
駆
け
抜
け
た
男 

宮

崎
八
郎
と
そ
の
時
代
」
、
書
肆
侃
侃
房
、 

 

２
０
１
４
年
９
月
発
行 

（
２
）
宮
崎
八
郎
―
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

（
３
）
宮
崎
政
賢
―
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 

（
４
）
く
ま
も
と
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
ふ
る
さ
と
寺
子
屋 

「
宮
崎
八
郎
と
そ
の
時
代
」 

（
５
）「
孫
文
と
共
に
世
界
を
変
え
よ
う
と
し
た
宮
崎

滔
天
」（
ｉ
ｍ
ｉ
ｄ
ａ
ｓ
オ
ピ
ニ
オ
ン
） 

  


